
                   

平成３０年８月３１日 

自動車局 技術政策課 

審査・リコール課 

整 備 課 

自動運転車両等の安全確保に必要な制度のあり方について検討を開始 

  ～ 交通政策審議会 陸上交通分科会 自動車部会 

第１回 自動運転等先進技術に係る制度整備小委員会を開催 ～ 

国土交通省は、９月３日に、「第１回自動運転等先進技術に係る制度整備小委員会」

を開催し、高度な自動運転の実現に向けて、自動運転車両等の安全確保に必要な制度

あり方について検討を開始します。 

 

政府では、自動車のレベル３以上の高度な自動運転※１の２０２０年目途での実用化

を目標として掲げ、その実現のために必要な道路交通関連の法制度の見直しの方向性

を、本年４月に「自動運転に係る制度整備大綱※２」として取りまとめたところです。 

これを受けて、国土交通省では、交通政策審議会陸上交通分科会自動車部会の下に

「自動運転等先進技術に係る制度整備小委員会」を新たに設置し、自動運転等先進技

術を搭載した自動車の設計・製造過程から使用過程にわたる総合的な安全確保に必要

な制度整備のあり方について検討を開始します。 

ついては、下記の通り第１回小委員会を開催しますのでお知らせします。 

記 

１．日 時 ： 平成３０年９月３日（月）１５：００～１７：００ 

２．場 所 ： 国土交通省（中央合同庁舎２号館）１６階国際会議室 

３．委 員 ： 別紙１のとおり 

４．議 題 ：（１）本小委員会について 

       （２）自動車の安全確保に係る制度及び自動運転技術等の動向について 

（３）自動運転技術等の動向を踏まえた現行制度の評価と主な論点について 

       （４）今後の検討スケジュールについて  

５．取材等 ： 会議は非公開ですが、撮影は冒頭のみ可能です。撮影をご希望の方は、９

月３日（月）１２時までにご氏名及びご連絡先をＦＡＸにてご登録くださ

い（別紙２参照）。会議資料及び議事概要は、後日、国土交通省ウェブサ

イトにて公開します。 

  ※１ 自動運転のレベル分け：別紙３参照   ※２ 自動運転に係る制度整備大綱の概要：別紙４参照 

 

  

 

（お問い合わせ先） 国土交通省自動車局 （代表電話：03-5253-8111） 

技術政策課 笹本（内線：42257、直通：03-5253-8590） 

審査・リコール課 河野（内線：42314、直通：03-5253-8596） 

整備課 笠井（内線：42426、直通：03-5253-8601） 

（撮 影 登 録 先） 国土交通省自動車局 

総務課 鈴木（FAX：03-5253-1636） 

 



 

交通政策審議会陸上交通分科会自動車部会 

自動運転等先進技術に係る制度整備小委員会 委員名簿 

 

（敬称略） 

 

【委員長】 

鎌 田  実      東京大学大学院新領域創成科学研究科教授 

 

【委員】（五十音順） 

  青 山 佳 世     フリーアナウンサー 

    

  清 水 和 夫     モータージャーナリスト 

    

下谷内 冨士子     （公社）全国消費生活相談員協会顧問 

    

  高 田 広 章     名古屋大学未来社会創造機構教授 

    

  竹 内 健 蔵     東京女子大学現代教養学部国際社会学科経済学専攻教授 

    

  鳥 塚 俊 洋     （株）JAF メディアワークス IT メディア部長 

    

  廣 瀬 敏 也     芝浦工業大学工学部機械機能工学科准教授 

    

  村 木 美 貴     千葉大学大学院工学研究科教授 

    

 

  

別紙１ 



 

 

 

 

 

 国土交通省交通政策審議会陸上交通分科会自動車部会第１回自動運転等先進技術に係る

制度整備小委員会の開催につきまして、冒頭のカメラ撮りをご希望の方は、事前に登録をお

願いします。 

 

 

ＦＡＸ送信期限：９月３日（月）１２：００まで 

ご所属 

 

 

 

ご氏名 

 

 

 

ご連絡先 
TEL 

FAX 

 

◆提出先 ＦＡＸ：０３－５２５３－１６３６ 

◆注意事項 

・カメラ撮りは、会議冒頭のみ可能です。 

・議事は傍聴できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙２ 

カメラ撮り登録書 

（登  録  先）国土交通省自動車局総務課 鈴木 

F A X：03-5253-1636 
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自動運転に係る制度整備大綱（概要）
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別紙４


車
両
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安
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保
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考
え
方

①
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ン
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②
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保
策
の
在
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検
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自
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自
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自
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交
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通
法
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と
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要
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